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さきがけ「構造機能と計測分析」の領域概要

本研究領域は、新現象の発見と解明のために欠くことのできない計
 測・分析技術に関して、個人の独創的な発想に基づくこれまで
 にない革新技術の芽の創出を目指す研究を対象とするものです。

具体的には、生体物質の構造や機能に関する分析技術や生命
 現象の計測技術、原子・分子レベルにおける物理・化学現

 象や物性および表面・界面の構造や機能に関する計測・分
 析技術、また環境や生態の計測・分析技術などに関して、

 新たな方法論の創出や、技術展開の契機となるような研究
 を対象とします。

また、計測・分析技術に関してブレークスルーをもたらすこと
 が期待される試料前処理、試薬、ソフトウェア等の重要な関

 連技術をも対象とします。
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さきがけ「構造機能と計測分析」応募状況

応募数 採択数 倍率

平成16年度 502 24 20.9 倍

平成17年度 134 7 19.1 倍

平成18年度 102 9 11.3 倍
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研究課題マップ

●主分野

 

●副分野･副効果
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簡便化 ●● ●
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●●
●●

●●
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可視化 ●
●

●●
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複合化
●

●●
●

原子・分子レベ
ルにおける物
理・化学現象や
物性に関する
計測・分析技術

表面・界面の構
造や機能に関す
る計測・分析技術

化学分析 分離分析、
質量分析

生命現象
の計測技
術

生体物質の
構造や機能
に関する分析
技術

生体物質の
定量

物理系 化学系 生命系期

 
待

 
効

 
果

技

 
術

 
分

 
野
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研究課題マップ

 
( 物理系:21件)

X線 紫外、赤外 テラヘルツ 粒子線 電場、磁場 力 熱

光子、電子、核

原子

分子

表面、界面

微粒子

結晶

バルク

熱

電子、顕微鏡

ホール効果、キラル

ホール効果、キラル

 
電子、顕微鏡

価電子

磁気円二色性

薄膜
流体界面

キラル
光電子分光

超高分解能
SFG
　IR

検出法

スピン
スピン, AFM

磁気円二色性
粘性率

蛍光X線
XAFS

コインシデンス

電子
光子

AFM AFM

観測対象

刺激

(計測分析内容)
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研究課題マップ

 
( 化学系:20件)

機能解析 構造解析 分子認識 分離・定量 検出

小分子

DNA

タンパク質

界面・表面

ヒストン
アミロイド
電気化学

糖 蛍光X線
IR(超高感度)

DNA機能解析
DNA機能解析

DNA構造解析
DNA構造解析

フォールディング
可視化
可視化

IR(構造異方性)
リポソーム

免疫測定
アプタマー

材料

MS
分離

観測対象

技術分野

(計測分析内容)
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研究課題マップ

 
( 生命系:18件)

生体分子・遺伝子の
機能解析・制御

生体分子・細胞の
可視化・相互作用解
析

システムレベルの
細胞動態解析、
薬物動態解析

超高分子量蛋白質・
蛋白質複合体の動
的構造解析

分子認識ー糖
DNA機能解析
DNA機能解析
アプタマー探索
タンパク質探索

スーパー抗体酵素探索
アミロイド検出

可視化ー酵素機能
可視化ー生態情報伝達

免疫測定
分子認識ーヒストン

DNA構造解析
DNA構造解析

AFMー力学特性

新規分光計測技
術開発

新規顕微鏡観察
技術開発

新規アルゴリズム等そ
の他新規技術開発

新規プローブ物質の合成・探索

可視化ー薬物体内動態
リポソームー膜タンパ

ク機能解析

フォールディング解析

期待効果

技術分野

(計測分析内容)
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1. 件数の多い研究内容（対象）：物理・・・表面、界面物性の計測

化学・・・タンパク質分析
生命・・・生理活性物質の定量

件数の多い研究内容（効果）：

 
高感度化、高精細化
物理系では装置開発、生命、化学系では方法論開発

2．新規性の高い課題：

 
全課題の３分の１程度（科研費の萌芽的研究に相当）

3．研究成果の波及効果：

 
短期間で実用化が期待できる課題は少ない
実用化されれば波及効果の大きい研究は多数

4．欠けている研究領域：

 
物理・・・液・液界面計測法、ナノ空間液体
化学・・・多成分の一斉定量法、遠隔測定
生命・・・生体内小分子の動態計測、神経伝達物質

5．推進すべき研究（基礎）：

 
10年先に実用化されるような新規計測原理

推進すべき研究（応用）: 社会的に実用性の高い計測法

さきがけ「構造機能と計測分析」領域の研究課題の現状と問題点
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今後推進すべき研究（基礎研究）

標的の計測法の開発のみでなく、方法論の開発研究が新規計
 測法の開発に発展する

• ナノ空間に閉じこめられた液体分子の動態計測法
（バルク液体とは異なる。細胞内液体の動態にも関連？）

• 液・液界面における物質移動の直接観測法
（固・気、固・液界面に比べて測定法が少ない）

• 多成分混合物の一斉分離定量法
（オミクス研究にはハイスループット化が必要）

• 遠隔測定法（テレケミストリー）
（環境測定に有用）

• 生体内の小分子の動態計測
（ホルモン、神経伝達物質など）
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今後推進すべき研究（開発的研究）

新しい計測原理でなくとも技術革新が必要

• 大型装置を必要としない簡易計測法

（環境、食品、臨床）

• 可搬型小型計測装置

（環境、臨床）

• 既存の計測法の高速化

（診断）
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さきがけ「構造機能と計測分析」採択課題
 H16年度採択（24課題）

※所属は採択当時
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さきがけ「構造機能と計測分析」採択課題
 H17年度採択（7課題）

※所属は採択当時
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さきがけ「構造機能と計測分析」採択課題
 H18年度採択（9課題）

※所属は採択当時
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さきがけ「構造機能と計測分析」成果発表状況

研究者

（数）

原著論文

（総数）

口頭発表

（総数）

特許出願

（総数）

平成16年度 24 6 22 1

平成17年度 31 70 180 10

平成18年度 40 78 351 20
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